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区民の支援活動
区内でのさまざまな支援活動を紹介します。

し
て
い
ま
す
が
、
も
り
お
か
女
性
セ
ン

タ
ー
で
は
、
2
0
0
7
年
か
ら
女
性

を
対
象
に
「
夢
を
形
に
す
る
講
座
」
を

実
施
し
て
お
り
、
資
産
や
財
産
の
な
い

女
性
た
ち
や
経
済
的
自
立
を
目
指
す
女

性
た
ち
に
向
け
て
起
業
支
援
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
蓄
積
が
こ
の
「
芽

で
る
カ
ー
」
事
業
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
雇
用
し
た
9
名
の
女
性
た

ち
も
、
市
か
ら
の
委
託
事
業
が
終
了
し

た
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
起
業
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
震
災

で
仕
事
を
な
く
し
た
女
性
た
ち
の
た
め

に
起
業
へ
の
道
を
応
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

生
活
と
は
元
来
、
一
人
ひ
と
り
個
別

で
多
様
な
も
の
で
す
。
そ
の
多
様
な
生

活
を
支
え
る
た
め
に
は
、
多
様
な
視

点
か
ら
防
災
や
避
難
所
生
活
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
地
域
の
防
災
組
織
に
は
、
生
活

者
と
し
て
の
女
性
を
参
画
さ
せ
る
と
と

も
に
、
助
産
師
や
看
護
師
、
保
健
師
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
栄
養
士
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
専
門
家
を
配
置
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。

　
防
災
と
男
女
共
同
参
画
に
向
け
て

　銀座ミツバチプロジェクトは、銀座のビルの屋上で
ミツバチを飼い、そこでできたハチミツを銀座の街で
活用していただく活動をしています。
　震災以降、ミツバチプロジェクトのネットワークを
通じてさまざまな支援活動をしてきましたが、女性の
視点では、被災者の皆さんが少しでも快適にお過ごし
できるよう、化粧品会社からスキンケアやヘアケア用
品などをご提供いただき、福島県にお届けしました。

　また、銀座社交料飲協会にご協力いただき、バーテンダーとママたちで福島市の
土湯温泉の避難所に伺い、銀座ハニーカクテルやハニーミルクを4,000杯ご提供し、
避難所生活の疲れを癒していただきました。翌日は、銀座ミツバチのビーガーデン
農場に行き、風評被害に苦しむ福島の復興を願いながら農作業をしました。

　震災発生から間もなく、支援の輪は佃に住む数人のママ仲間の呼びかけから始まり
ました。被災者の皆さんに何かしたいという思いは、メール等を通して幼稚園のママ
友達、小学校のママ友達へと広がり、わずか1日で2トントラック一杯分の支援物資が
集まりました。はじめの1週間で送り出したトラックは4回、3月18日には、近隣住人
の方々のご協力も得て、炊き立てのご飯を持ち寄り、わずか3時間で1143個ものおに
ぎりを作り被災地に届けました。その後は時間の経過とともに支援内容も変わり、現
地での豚汁の炊き出しなども行いながら、秋までに35回にわたる輸送を続けました。
募金を集め扇風機や暖房器具を購入して送り届けることもしています。
　活動を通してママ友達だけでなく地域との交流も深
まりました。このつながりを大切に、これからも活動
を続けていきたいと考えています。ブログ「佃 LOVES
東北」もぜひご覧ください。

銀座ミツバチプロジェクト

佃 LOVES 東北

　チーム Tsukiji Womenは、築地で働く女性たちが立ち上げた支援グループです。
食器や台所用品などの生活雑貨の支援を呼びかけ、ゼロから始まる仮設住宅の「食
卓再生」のお手伝いを目的に始めました。全国から集まった物資は段ボール1万箱、
20万点にのぼり、築地の知恵と多くのボランティアの協力を得て仕分けをし、相馬市、
東松島市、石巻市、大船渡市などで無料バザー「生活雑貨・お好きにどうぞ市」を開
きました。物資の輸送は被災地の会社に依頼し、企業の支援につながりました。
　昨年の秋からは手編みのマフラーもお届けしていま
す。毛糸を提供する人、編む人など、総勢100人近く
の方が関わっています。これまでに650本のマフラー
をお送りしました。一針一針、被災された方々に思い
を寄せながら編んでいます。寒さが一段落したら、春
用のマフラーを編む予定です。なお、生活雑貨支援は
終了しました。

チーム Tsukiji Women

チーム Tsukiji Women代表の皆さん
（写真は中央区社会福祉協議会「まちひとサイト」より）

佃 LOVES 東北の皆さん

着物姿で農作業。福島を応援する
銀座ミツバチプロジェクトと銀座
社交料飲協会の皆さん
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男
女
共
同
参
画
講
演
会

被
災
地
の

あ
の
と
き
、
い
ま
、
こ
れ
か
ら

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
い
て
、

津
波
の
と
き
の
学
校
の
様
子
、
集
落
が
助

け
合
っ
て
被
災
後
の
数
週
間
を
過
ご
し
た

　

研
修
は
、
姉
妹
都
市
サ
ザ
ラ
ン
ド
市

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
を
訪
問
し
、
市

民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
男
女
共
同
参
画
を

学
び
、
今
後
の
地
域
活
動
に
活
か
す
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
報
告

会
に
は
約
50
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
会

場
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

●
2
0
0
点
を
超
え
る
ス
ラ
イ
ド
上
映

　

最
初
に
視
察
の
様
子
が
2
0
0
点

以
上
に
及
ぶ
ス
ラ
イ
ド
で
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
数
々
の
視
察
先
や
研
修
生
の
真

剣
な
表
情
、
交
流
の
様
子
や
暮
ら
し
の

風
景
な
ど
、
充
実
し
た
7
日
間
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

●
4
つ
の
テ
ー
マ
で
報
告

　
「
国
・
州
の
現
状
と
施
策
」
で
は
、

女
性
の
職
場
で
の
地
位
向
上
や
雇
用
均

等
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
女
性

の
雇
用
機
会
均
等
局
」
と
「
職
業
訓
練

専
門
学
校
」
視
察
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。「
女
性
の
雇
用
機
会
均
等
局
」で
は
、

従
業
員
1
0
0
人
以
上
の
会
社
に
女

性
が
昇
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
求
め
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
サ
ザ
ラ
ン
ド
市
の

現
状
と
施
策
」
で
は
、

姉
妹
都
市
委
員
会
の

方
々
と
訪
れ
た
中
央
区

庭
園
、
市
議
会
議
場
、

保
育
園
等
見
学
の
様
子

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
市
長
が
女
性

で
あ
り
議
員
の
３
割
を

女
性
が
占
め
て
い
る
こ

と
、
ま
た
議
員
も
仕
事
を
も
っ
て
い
る

た
め
、
議
会
は
夜
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

な
ど
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
「
一
般
生
活
」
で
は
、
市
民
の
暮
ら

し
や
18
時
か
ら
は
家
族
そ
ろ
っ
て
夕
食

を
囲
ん
で
い
る
こ
と
、
女
性
も
男
性
も

性
別
や
年
齢
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
複

数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　
「
自
由
研
修
」
で
は
、
歴
史
建
物
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
、ワ
イ
ナ
リ
ー
を

巡
る
３
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
多
彩

な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
触
れ
た
よ
う
で

す
。

　

報
告
会
は
、「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
選

挙
の
投
票
率
」（
答
え
は
90
％
）
な
ど
ク

イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
行
わ
れ
、
楽
し
み

な
が
ら
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
女
性
の
海
外
研
修
報
告
書
」
も
大

変
充
実
し
て
お
り
、
研
修
生
の
皆
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
に
向

け
た
意
欲
が
十
分
に
伝
わ
り
ま

し
た
。

日にち 都市 主な視察および見学先

11月14日（月） 成田

11月15日（火） シドニー 女性の雇用機会均等局視察、
オペラハウス見学

11月16日（水） サザランド
中央区庭園、図書館見学、
市長・助役、姉妹都市委員会の方
と懇談、保育園見学ほか

11月17日（木） サザランド
家庭訪問、ワイルドライフパーク
見学ほか

11月18日（金） サザランド
シドニー

災害ボランティア見学、
職業訓練校視察

11月19日（土） シドニー 自由研修

11月20日（日） 成田

　サザランド市姉妹都市提携 20周年記念事業

　
2
月
4
日
（
土
）
に
報
告
会
が

あ
り
ま
し
た
。
見
知
っ
た
お
顔
も

何
人
か
い
ら
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
が
研
修
に

参
加
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
は
と
て
も

よ
く
で
き
て
い
て
、
個
人
で
は
な
か

な
か
訪
問
で
き
な
い
施
設
が
た
く
さ

ん
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
S
E
S
）」
の
州 

（
地
域
）
ぐ
る
み
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
て

い
る
様
子
に
は
「
さ
す
が
！
」
と
感

心
し
ま
し
た
。
今
、日
本
で
一
番
関
心・

興
味
が
あ
る
課
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

全
体
と
し
て
国
土
の
広
さ
の
違
い
も

あ
り
ま
す
が
、「
人
と
し
て
生
き
る
」

こ
と
の
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
参
加
さ
れ
た
方
々
が
と

て
も
お
元
気
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
の

場
所
で
研
修
の
成
果
を
実
践
し
て
く

れ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
　
橋
谷
信
代

事業協力スタッフ
レポート

「
女
性
の
海
外
研
修
」報
告
会
に

参
加
し
て

「
女
性
の
海
外
研
修
」報
告
会

昨
年
11
月
14
日
か
ら
20
日
ま
で
の
7
日
間
、
サ
ザ
ラ
ン
ド
市
姉
妹
都
市
提
携
20
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
女
性
の
海
外
研
修
生
10
名
が
サ
ザ
ラ
ン
ド
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。
2
月
4
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
報
告
会
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

「
女
性
の
海
外
研
修
報
告
書
」
は

ブ
ー
ケ
21
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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長
洞
元
気
村
（
仮

設
住
宅
）
の
「
太

鼓
組
」
の
演
奏

▲

昨
年
7
月
の
陸
前
高
田
▼

▲

奇
跡
の
一
本
松
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育
児
中
の
マ
マ
や
パ
パ
た
ち
の
た
め
の

「
ほ
っ
と
一
息
　
私
の
時
間
」

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

輝
く
女
性
の
た
め
の
ハ
ッ
ピ
ー

キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ

平
成
24
年
度 

第
1
回
水
曜
イ
ブ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク

中
央
区
の
歴
史
の
中
の
被
災
と
支
援
活
動

̶

九
条
武
子

中
央
区
ブ
ー
ケ
祭
り
実
行
委
員
会

今
年
の
テ
ー
マ
は

「
笑
顔
・
つ
な
が
り
・
仲
間
」
に
決
定
！

　
1
月
18
日
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
氏
家
祥
美
さ

ん
を
リ
ー
ダ
ー

に
お
迎
え
し
、「
私
と
家
族
の
夢
を
か
な
え

る
家
計
術
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
で
は
、「
今
と
将
来
の
時
間
の
使

い
方
」、「
私
と
家
族
の
夢
を
書
き
だ
す
」、

「
簡
単
家
計
管
理
の
コ
ツ
」
に
つ
い
て
、
日

常
の
生
活
や
将
来
へ
の
思
い
な
ど
を
シ
ー

ト
に
書
き
込
み
、
意
見
交
換
と
発
表
を
し

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
マ
マ
か
ら
は
、「
参
加
者
の
方

と
交
流
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
」、「
普
段

考
え
な
い
こ
と
を
見
直
し
す
る
こ
と
が
で

き
て
面
白
か
っ
た
」、「
将
来
に
つ
い
て
具

体
的
に
考
え
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
マ
マ
た
ち
が
お

話
を
し
て
い
る
間
、

子
ど
も
た
ち
も
託

児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
子
育
て
リ
ー
ダ
ー

C
H
U
O
）
の
方

と
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。

　
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
栗
原
知
女
さ

ん
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
全
6

回
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
の
1
回
目
が
1

月
31
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の

テ
ー
マ
は「
先
輩
の
体
験
談
に
学
ぶ
！ 

専

業
主
婦
の
ブ
ラ
ン
ク
を
乗
り
越
え
て
再
就

職
を
成
功
さ
せ
る
方
法
」
で
す
。
最
初
に

栗
原
さ
ん
か
ら
再
就
職
の
心
構
え
や
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
の
分
析
、
適
職
の
選
び
方
、

目
標
の
立
て
方
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
ゲ
ス
ト
か
ら
、
子

ど
も
の
成
長
に
あ
わ
せ
た
働
き
方
や
仕
事

の
見
つ
け
方
な
ど
専
業
主
婦
か
ら
パ
ー
ト

を
経
て
正
社
員
に
な
ら
れ
た
ご
経
験
談
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
前
向
き

に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
磨
き
を
始

め
た
い
」、「
自
分
の

人
生
に
無
理
な
く
、

時
間
も
人
も
味
方

に
つ
け
て
働
い
て
い

る
こ
と
が
参
考
に

な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
年
、
第
11
回
を
迎
え
る
中
央
区
ブ
ー

ケ
祭
り
の
開
催
に
向
け
て
、
2
月
7
日
に
、

第
1
回
実
行
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
団
体
は
、
31
団
体
。
会
長
は

小
林
里
美
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
テ
ー
マ
も

決
定
し
ま
し
た
。

　
期
日
は
、6
月
22
日
（
金
）、23
日
（
土
）。

今
年
も
さ
ら
に
熱
い
中
央
区
ブ
ー
ケ
祭
り

が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

　
ブ
ー
ケ
21
恒
例
の
水
曜
イ
ブ
ニ
ン
グ

ト
ー
ク
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
災
害
か
ら

の
復
興
と
男
女
共
同
参
画̶

私
た
ち
に
何

が
で
き
る
か
」。

　
第
1
回
は
、
関
東
大
震
災
時
の
中
央
区

の
被
災
状
況
と
九
条
武
子
の
献
身
的
な
支

援
活
動
の
お
話
で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

● 

日
時 

4
月
4
日
（
水
）

 

午
後
6
時
30
分
〜
午
後
8
時

● 
場
所 

女
性
セ
ン
タ
ー

 
「
ブ
ー
ケ
21
」

● 

ゲ
ス
ト  
中
央
区
総
括
文
化 

財
調
査
指
導
員

　
　
　
　
野
口
孝
一
さ
ん

●
費
用 

無
料

お 知 ら せ

講師　氏家祥美さん

講師　栗原知女さん

女性センター「ブーケ21」
　TEL 5543-0651 
　FAX 5543-0652
　http://www.city.chuo.lg.jp/

● 電子申請の場合は、区のホーム
ページからお申込みください。

電話またはファクスで受付
けます。（電子申請も可）

①講座名など
②氏名・ふりがな
③〒・住所
④年齢
⑤電話番号
⑥託児希望の場合（「被災地の
あのとき、いま、これから」のみ）
ア　お子さんの氏名
イ　ふりがな
ウ　年齢

申 込 先

申込方法

状
況
、
仮
設
住
宅
に
入
居
、
復
興
へ
の
歩

み
と
現
在
に
つ
い
て
、
女
性
た
ち
の
力
の

大
切
さ
も
含
め
お
話
を
伺
い
ま
す
。

● 

日
時 

3
月
24
日
（
土
）

 

午
後
2
時
〜
午
後
4
時

● 

場
所 

女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー
ケ
21
」

●
講
師 

岩
手
県
陸
前
高
田
市
長
洞
地
区

 

仮
設
住
宅
長
洞
元
気
村

 

事
務
局
長
　
村
上
誠
二
さ
ん

●
定
員 

50
名
（
先
着
順
）

●
費
用 

無
料

●
託
児 

生
後
3
か
月
以
上
の
未
就
学
児

（
定
員
あ
り
）。
3
月
19
日
（
月
）

ま
で
に
申
込
む
。
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▲

ことのほかきびしい寒さが続いた冬でし
た。被災地のみなさんはどう過ごされたか、
気にならない人はいないでしょう。ストーブ
の熱をチューブで床下に送って水道管の凍
結を解凍したり、基礎杭をシートで覆って床
下を吹き抜ける風を防いだりする映像がテ
レビでも流れ、北国の住まいの厳しさが実感
されます。中央区でもたくさんの団体がさま
ざまな側面から被災地を応援していること
がブーケの今号からもわかりますね。

▲

私
の所属する小さな団体でも、被災した方たち
と一緒に、「被災地のいま」を記録するプロ
ジェクトを始めました。仮設住まいの期間を
少しでも充実して過ごし、かつ、未来に向け
てその記録を残していこうというものです。▲

被災後1年の3月11日に展覧会を開こうと、
集まった写真の中から、ひとり2、3枚ずつ
を選ぶ作業に立ち会いました。7歳から84歳
までの方の写真は、選定にあたったプロカメ
ラマンをうならせるものばかりでした。それ
ぞれの「生活の中の感動」、「発見」や「希望」
などが生き生きと捉えられているのです。復
興への道のりがどんなにきびしくても、きっ
とやりとげるだろう……と、確信しました。
「春遠からじ」です。 （松川淳子）

　2月4日、11日の両日、吉田光一先生を講師に男性
のためのお料理講座が開催されました。定員を超える
応募のあった中、30代から70代以上の16名の男性た
ちが、11日の講座では中華料理の麻婆豆腐、乾焼蝦
仁 (エビチリ )に挑戦です。
　海老の殻ひとつ剥くにもシッポまで奇麗に剥き、少
しでも大きく見せるプロの秘術を習いました。はじめ
からうまくはいきませんがそれも楽しむコツです。
　にんにく、生姜、長葱、豆板醤などで作り上げたチ
リソースに炒めた海老がフライパンにころがり込むさ
まは、まさに中華料理として絵になる瞬間、仲間たち
も思わず拍手喝采です。試食タイムでは「うん！辛く
て旨い！」「手を掛けた分、味も深くなるね！」と、
みなさん絶賛の喜びの声でした。中でも「『料理をつ

4

くる
4 4

楽しみ』と『料理を味わう
4 4 4

楽しみ』、この合わせ
調味の妙味

4 4

をあらためて体得できたことが一番うれし
かった」という感想が印象的でした。

被災から１年…

中央区男女共同参画ニュース

Bouquet 67号　2012年3月
編集発行／中央区総務部総務課女性施策推進係　中央区湊一丁目1番1号 中央区立女性センター内　TEL5543-0651
刊行物登録番号23-022　編集協力／株式会社生活構造研究所　〒102-0083 東京都千代田区麹町二丁目５番地４ 第２押田ビル３Ｆ

男性のためのお料理講座

「初めて挑戦！ 冬を楽しむ料理を作ろう」

館 長
雑
記

女性センター「ブーケ21」へ来てみませんか？
女性センター「ブーケ21」は、男女共
同参画推進のための活動を支援し、一
人ひとりが自分らしく輝くことができる
中央区をめざす施設です。
〒 104-0043　東京都中央区湊一丁目 1番 1号
電話番号 03-5543-0651
ホームページ  http://bouquet21.genki365.net/
◆ 開館時間　午前 9時～午後 9時（12月 28日か
ら 1月 4日までと臨時休館日を除く）

●東京メトロ日比谷線・JR京葉線
　八丁堀駅下車　A2・B3出口徒歩 3分
● 都バス「東 15甲」（深川車庫⇔東京駅八重洲口／
豊洲駅・明石町経由）

　鉄砲洲下車　徒歩 3分
● 江戸バス「南循環」鉄砲洲下車　徒歩 3分

「ブーケ21」女性相談をご利用ください
配偶者や恋人からの暴力DVをはじめ、女性のさまざまな悩みに専門相談員
がお応えします（費用無料）。お気軽にご相談ください。

毎月 第 1・5水曜日　第 4火曜日　10:00～ 16:00
毎月 第 2火曜日　第 3水曜日　15:30～ 20:30
上記以外の時間でも、女性センター開館時は予約を受け付けます。

予約電話番号　03-5543-0653　＊託児付（要予約）

（ ただし祝日、年末）    　年始を除く

●毎週月曜日に電話による女性相談窓口
相談電話番号（予約不要）　03-5543-0653　10:00～ 16:00

（ ただし祝日、年末年始を除く）    　

面談
（予約制）

電話相談
（予約不要）

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
八
丁
堀

新
大
橋
通
り

↑
至
茅
場
町

至
築
地
↓

鍛冶橋通り
JR京葉線八丁堀

B3出口

A2出口

鉄砲洲

桜川公園

桜川敬老館
桜川保育園

亀島川

南高橋

女性センター
ブーケ 21

事業協力スタッフ
レポート

　吉田先生は ｢『一日何色
4 4

食べていますか』との気づ
きを意識し、何を食べているか、食に関心を持つこと
によって、食育につながり、それがまた環境を育む学
びの糧となる｣ と、この講座を締めくくりました。

事業協力スタッフ　村田進益

吉田先生は各テー
ブルをまわってア
ドバイスしていき
ます▼

▲

自
作
の
料

理
の
味
は
格

別
で
す

▲講義を聞くまなざし
も真剣です

見事な麻婆豆腐と
エビチリができあ
がりました

▲

完
成
！

一
つ
ひ
と
つ
丁

寧
に
切
っ
て
い

き
ま
す

▲


